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まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS S 4803:2018 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 S 4803：2022 
 

たばこライター及び多目的ライター－ 

操作力及び操作変位による幼児対策 

（チャイルドレジスタンス機能）安全仕様 

Lighters and utility lighters- 

Safety specifications for child-resistance by high operating force 

 

1 適用範囲 

この規格は，消費生活用製品安全法で定める特別特定製品に該当するたばこライター及び多目的ライタ

ー（以下，それぞれ，たばこライター及び多目的ライターといい，総称として，ライターという。）の操作

力，又は操作力と操作変位との組合せによるチャイルドレジスタンス機能（以下，CR という。）について

規定する。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS S 4801 たばこライター－安全仕様 

JIS S 4802 多目的ライター－安全仕様 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS S 4801 及び JIS S 4802 による。 

3.1 

チャイルドレジスタンス機能 

51 か月未満の幼児によるライターの点火を困難にするための機能 

3.2 

操作力 

ライターを点火するために，点火操作部に作用させなければならない力の総称 

注釈 1 ハードプッシュ式ライターについては，点火力に等しい。ダブルアクション式ライターについ

ては，ロック解除力及び点火力の両方を指す。フリント式たばこライターについては，ホイー

ル押付け力に等しい。 


